
 

日本ウイルス学会後援 第19回ウイルス学夏の学校

みちのくウイルス塾 
 

日 時： 令和２年７月２３日（木）午後１時～５時, ２４日（金）午前９時～午後１時 

場 所： 独立行政法人国立病院機構仙台医療センター ３階 大講堂 

〒983－8520 仙台市宮城野区宮城野２丁目１１－１２（ＪＲ仙石線，「宮城野原駅」下車徒歩１分） 

＊ご注意：現在駅側の入り口は封鎖中です。駐車場側の入り口からお入りください。 
 

参加費： 無 料 

☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ プ ロ グ ラ ム ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ 

７月２３日（木）海の日         午後１時００分～５時００分 

「開講のご挨拶」   独立行政法人国立病院機構仙台医療センター院長 上之原 広司  

1.「エボラが大流行！そのとき何ができるのか、何をすべきなのか？」･･･アフリカでのエボラ病の大流行 

での経験               京都大学ウイルス・再生医科学研究所 特定助教 古瀬 祐気 

2.「アフリカでのウイルスハンティング－出血熱ウイルスから未知のウイルスまで」 …That’s field work!    

北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター国際疫学部門 助教 梶原 将大 

3.「The age of phage 〜歴史的背景から人工ファージの創出まで〜」･･･バクテリオファージ研究の今昔 

アステラス製薬（株）研究本部Principal Investigator 

岐阜大学医学系研究科ファージバイオロジクス研究講座  特任准教授 安藤 弘樹  

4.「植物ウイルスからみた宿主–ウイルスの相互作用〜ウイルスと植物の共存と攻防〜」 

… 農業生態系の脅威となるウイルス病とそれを克服しようとする人類の攻防     

東北大学 農学研究科 植物病理学分野 教授 高橋 英樹 
 
例年行っていました終了後のフリーディスカッションと意見交換会は、時節柄今回は自粛させていただきます。 
 
７月２４日（金）スポーツの日   午前９時００分～午後１時ころ終了   

1．「ウイルス病制御への道～ポリオ」･･･ 根絶間近と言われつつも足踏み状態のポリオ。 

アジア・アフリカの現地での根絶事業の実体験とその考察    川崎医科大学小児科学  教授 中野 貴司      

2.「環境ウイルス生態学―自然界の生物に潜むウイルスのはなし―」            

 …ようこそ環境のRNAウイルスの世界へ！ 筑波大学生命環境系糸状菌相互応答講座 助教 浦山 俊一 

3.「ウイルス塾恒例 おさらいクイズ」･･･めざせ高得点！    

                        獨協医科大学医学部・微生物学講座 教授  増田 道明 

ウイルスについて知りたい方はどなたでも参加できます． 

飛び入り参加も可能ですが、下記宛てメールにて事前登録い

ただければ、直前に開催中止となったような場合に、ご連絡

を差し上げます。ご協力をお願いします。 

室数は少ないですが学生さんには無料宿泊施設を準備しま

した。宿泊が必要な学生さんは早めにご相談ください。 

 連絡先：仙台医療センター・ウイルスセンター 

 Tel& FAX: 022-293-1173  

e-mail: 113-vrs.center@mail.hosp.go.jp 
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